
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1203 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物応用 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

中学理科の内容の学びなおしや、人間のからだについて学ぶことを通じて自然と調和を保って生きてい

く態度や科学的な能力や態度、思考を養う。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・自然と調和を保って生きてゆく態度を養う。 

・科学的能力や態度、思考法を養う。 

・生命の神秘さを認識し、自己や他の生命を大切にする態度を養成する。 

・大学、専門学校進学のための基本的な学力を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

細胞を基本単位とし、

細胞の中で起こって

いる現象がどのよう

に生命維持につなが

っているか理解しよ

うとする態度を身に

つけている。 

生物の体内で物質や

エネルギーのやり取

りについて考察し、導

き出した考えを表現

している。 

生物、生命現象に関

する実験の基本的な

手法（顕微鏡の使い

方、スケッチの方法、

プレパラートの作成

方法等）を身につけ

ている。 

暗記だけでなく、習

得した知識をもとに

広い視野を持って生

物の世界を見る力を

身につけている。 

評
価
方
法 

授業への参加 

プリント提出 

小テスト 

授業への参加 

プリント提出 

小テスト 

授業への参加 

プリント提出 

実験レポートの提出 

小テスト 

授業への参加 

プリント提出 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

ス
テ
ー
ジ
１ 

２
学
期 

生
命
現
象
と
物
質 

・細胞 

・呼吸と光合成 

・人間のからだと病気 

〇 〇  〇 a:細胞のはたらきについて

興味を持っている。 

b:細胞の特徴について述べ

ることができる。 

d:細胞の人間の体について

理解している。 

授業への

参加 

プリント

提出 

小テスト 

ス
テ
ー
ジ
２ 

 

生
殖
と
発
生 

生
物
の
進
化
と
系
統 

・有性生殖と無性生殖 

・遺伝子の仕組み 

・動物の生殖 

・植物の生殖 

・生命の起源 

・生物・人類の変遷 

・進化のしくみ 

・生物の系統 

〇 〇 〇 〇 a:動物や植物がどのように

してなかまを増やすか、ま

たそのしくみについて興味

を持っている。 

b:生命とはなにか、生物と

生物ではないものの違いに

ついて述べることができ

る。 

c:顕微鏡を用いて色々なも

のを観察することができ

る。 

d:生物がどのような道筋を

たどり進化し、現在に至っ

たか理解している。 

授業への

参加 

プリント

提出 

実験レポ

ートの提

出 

小テスト 

ス
テ
ー
ジ
３ 

生
物
の
環
境
応
答 

・受容器 

・ニューロン 

・効果器 

〇 〇 〇 〇 a:生物の受容器について、

そのはたらきとしくみにつ

いて興味を持っている。 

b:自分のからだと照らし合

わせて受容器と効果器のは

たらきについて述べること

ができる。 

c:ニワトリの頭部を使い、

脳の構造を観察することが

できる。 

d:受容器と効果器、神経の

関係について理解してい

る。 

授業への

参加 

プリント

提出 

実験レポ

ートの提

出 

小テスト 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


